
別記様式第２号

評価機関名 関東農政局

ア　有機農業への新規就農者及び
転換者の合計人数
イ　新たに有機JAS認証を取得し
た農業者数
ウ　有機JAS認証を取得した取組
面積

目標値 増加数
基準年

　(令和２年度)
目標年

(令和６年度)
達成率

ア　有機農業への新規就農者
及び転換者の合計人数

87人 20人 67人 87人
100%
達成

イ　新たに有機JAS認証を取得
した農業者数

49人 10人 39人 48人
90%
達成

ア　有機農業への新規就農者
及び転換者の合計人数

９人 １人 ８人 ９人
100%
達成

イ　新たに有機JAS認証を取得
した農業者数

３人 １人 ２人 ２人
0%

未達成

ア　有機農業への新規就農者
及び転換者の合計人数

166人 16人 150人 185人
218.8%
達成

イ　新たに有機JAS認証を取得
した農業者数

27人 ４人 23人 29人
150%
達成

神奈川県 平塚市 株式会社いかす

玉ねぎ
にんじん

かぶ
キャベツ

令和３年度
ウ　有機JAS認証を取得した取
組面積

５ha 3.8ha 1.2ha 6.6ha
132%
達成

国際水準の有機農業の面的拡大と有機農産物等の安
定的な供給体制の構築を図るため、有機JAS認証取得
圃場での新たな栽培技術の実証や、新規就農者及び
転換者の土づくり技術の実証及び実証圃場を活用した
技術講習会の開催　等を実施した。

成果目標を達成しており、計画通りの成果がみられ
る。

ア　有機農業への新規就農者
及び転換者の合計人数

９人 ３人 ６人 10人
133%
達成

イ　新たに有機JAS認証を取得
した農業者数

３人 １人 ２人 ２人
0%

未達成

ア　有機農業への新規就農者
及び転換者の合計人数

８人 ２人 ６人 ８人
100%
達成

イ　新たに有機JAS認証を取得
した農業者数

３人 １人 ２人 ４人
200%
達成

持続的生産強化対策事業（有機農業推進総合対策事業）のうち有機農産物安定供給体制構築事業(オーガニックビジネス実践拠点づくり事業）に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況

農林水産省生産局、政策統括官、地方農政局
（北海道農政事務所、内閣府沖縄総合事務局）
の評価所見

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な取組内容

成果目標の具体的な内容

匝瑳市 SOSA Organic Community
水稲
大豆

令和３年度

－ 千葉県有機農業推進協議会

にんじん
水稲

里いも
コマツナ

令和３年度

相模原市
愛川町

さがみサスティナブルコミュニティ

にんじん
里いも

ズッキーニ
ルッコラ

令和３年度

計画に即して取り組み、有機農業者の新規就農者、
参入者の技術向上が図られた結果、成果目標であ
る、「有機農業者数の増加」については目標を達成し
た。
しかしながら、「新たに有機JAS認証を取得した農業
者数」については成果目標を達成できなかった。今
後、「新たに有機JAS認証を取得した農業者数の増
加」に向けた改善計画を策定させ、再度評価を行う。

小田原市 小田原有機の里づくり協議会

果樹（キウイ
フルーツ
レモン）

露地野菜
水稲

令和３年度

－ やまなし有機農業連絡会議
果樹
野菜

令和３年度

有機農業の面的拡大と有機農産物等の安定的な供給
体制の構築を図るため、有機農業者のネットワーク構
築、実需者との意見交換、有機農業者の技術・経営力
向上研修会の開催、新規就農者向け研修ほ場の設置、
熟練有機農業者が行う現地指導等の取組を通じて、地
域におけるオーガニックビジネスの実践拠点づくりを推
進。

成果目標を達成しており、計画通りの成果がみられ
る。

千葉県

千葉県

神奈川県

神奈川県

山梨県

有機農業の面的拡大と有機農産物等の安定的な供給
体制の構築を図るため、専門家による講演会を開催し、
農業者への農業技術の理解と実践を促し、有機農業の
参入者の増加や実施面積の拡大を目指した。

成果目標を概ね達成しており、計画通りの成果がみ
られる。

有機農業の面的拡大と有機農産物等の安定的な供給
体制の構築を図るため、専門家による講演会を開催し、
農業者への農業技術の理解と実践を促し、有機農業の
参入者の増加や実施面積の拡大を目指した。以上の取
組により、有機農業者数の増加につながった。

計画に即して取り組み、有機農業者の新規就農者、
参入者の技術向上が図られた結果、成果目標であ
る、「有機農業者数の増加」については目標を達成し
た。
「新たに有機JAS認証を取得した農業者数」について
は、事業の効果による増加とは言い難いため、成果
目標を達成できなかったとして、今後の見通しを見据
えた改善計画を策定させ、再度評価を行う。

　有機農業の面的拡大と有機農産物等の安定的な供
給体制の構築を図るため、有機農業者のネットワーク
構築、有機農業者の技術・経営力向上研修会の開催、
新規就農者向け研修ほ場の設置等の取組を通じて、地
域におけるオーガニックビジネスの実践拠点づくりを推
進。

成果目標を達成しており、計画通りの成果がみられ
る。

国際水準の有機農業の面的拡大と有機農産物等の安
定的な供給体制の構築を図るため、有機農業者のネッ
トワークづくり、学校給食等を含む販路確保に向けた取
組、栽培技術及び経営力向上に向けた研修会の開催
等の取組を通じて、地域におけるオーガニックビジネス
の実践拠点づくりを推進。


